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1. Iまじめに

携帯電話は、 1979年にサーピスを開始した騒動車電話に始まり、ショルダーフォン、さら

に1987年に初めてハンディタイプの無線電話が登場したへその後、小型化が進み、 90年代

後半にはメールサーピスが開始され、携帯電話は単なる移動電話から幅広いコミュニケーショ

ンツールになってきた。さらに 99年にはインターネットにも議続できるようになり、情報ツー

ルへと変化しその後の 10年開で電話、メール、インターネット、カメラ、テレビと韓合的な

情報・コミュニケーションツールヘ進化してきた。この急速な進化を経て、近年では携稽;電話

と小型パソコンの機能が統合されたスマートフォンへと機能の高度化が進んできた。このよう

に、急激に進化してきた携帯電話であるが、総務省の調査結果 2)によると、 1993年ではその

普及率はわずかに 3.2%であったが、 2000年には 78.5%、2011年には 94.5%と矩期間で保有

率が909もiコ上になった。

現悲主流になりつつあるスマートフォンについて{スマートフォンユーザーの実態把握調

査J3)によると、使用者の 74.5%がスマートフォンを“生活必需品"と思っていることが明ら

かとなり、[情報収集がしやすいJ51.9%、「遊び道具であるJ42.6%、{パソコン代わりに使
うJ41.7%、同寺開を効率的に使えるJ36.3%、といった意見があった。また、アプリケーショ
ンについては、無料/有料開わず[ゲームj、{交通/地図J、{ビジネスjなどの使用が多く見
られ、使用方法については、{趣味・実益派j、[通話・メール中心派j、[エンタメ派jなど多

様な使用形態に分かれていた。これは、以前の通話を中心とした携帯電話の使用実態とは変化

し、情報端末ツールとして使用されることが多くなったことを示している。

これまで、清報端末ツールはパーソナルコンどュータを介したネットワークがその役割を

担ってきた。しかし、陀時に個人ユーザーが増加し、インターネットゲームなどの長時間使用、

インターネット上の掲示板を利用したいじめ、恐喝や殺人などの凶悪犯罪予告の事例がみられ

るなど、様々な社会問題も起こってきた。戸部ら 4)はインターネット依存額向とメンタルヘ

ルスおよび心理・社会的変数(人間関係、コミュニケーション、攻撃密動、規範意識等)開の

有意な関連性を明らかにし、インターネット使用と心理・社会的発達等の関連を検討する際に

は、使用時間以上に依存傾向に着陸する必要があることを示した。また中学生・高校生の携帯

メール送信頻度がメンタルヘルスや心理・社会的問題性と関連していることを示した。機能の
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多機化やスマートフォンの普及に伴って、今後携帯;電話においてもこのような問題がこれまで

以上に発生する可能性が考えられる。

そこで本研究は、携幣電話の所有率がほぼ 100%となり、なおかつ比較的臨由に使用の機

会がある大学生を対象に携帯電話の使用状洗と故存傾向について明らかにすることを陸的とす

る。

2.方法

大学生における携帯電話の能用状況を把揮するとともに、携帯電話への依存傾向そ調べるこ

とを話的として、アンケート調査な行った。

識査対象は、 I大学の鍵陵、スポーツ関連の講義を受議した大学生294名を対象とした。 8

月 ~9月に調査用紙を記布し、携帯電話を所有していない者および調査項目に米問答項目のあ

る者を除き、すべての項目に閤答が得られた 278名(男子152名、女子126名) (有効回収率

95.29も)を分析対象とした。

調査は、携帯電話のタイプや用途、能用時間、使用機能等の携帯電話の健用実態に関する質

陪16寝間、携帯電話の依存についての質問17項目からなる全部項目のアンケートを実施した。

なお、依存に隠する項目は、鄭5)の調査項目を基に携帯電話向けに変更を加え、「全くない (1

点)jから(いつもそうだ (5点)j までの 5段踏で問答させた。

統計解析は SPSSStatistics 17.0を用い、使用時間や依存度合計得点などの平均値の検定には

T績定を、依存に関するアンケート各項自の検定にはマン・ホイットニU検定およびカイニ乗

検定を用いた。有意水準は 5%とした。

3.結果

対象者の平均年齢は、 19.5こと0.98議、男子は 19.7土0.98歳、女子は 19.2ごと0.93歳で、男女

間に有意差が認められた (p<O.OOlL (表1)年齢完Ijの割合では、男子は 20議 (40.1%)、女

子は 19競 (42.1%)が最も多く、 4年生に該当する 21歳以上の割合が少なかった。(表2)ま

た、携平静電話の使用開始年{誌をみると、全体では 15.0二と1.58議、男子は 15.1土1.13議、女子

は 14.7土1.97識と男女間に有意差が認められやこ0.034)、女子の方が早い年齢から使用し

ていた。

表 1 対象者の平均年齢および使用開始年齢
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表2 対象者の年齢構成 n (%) 

18歳 19歳 20歳 21歳 22歳以上

全体 (n=278) 
46 105 94 23 10 
(16.5) (37.8) (33.8) (8.3) (3.6) 

16 52 61 15 8 
努 (n=エ152)

(10.5) (34.2) (40.1) (9.9) (5.3) p =0.003 

女 (n=126) 
30 53 33 8 2 
(23.8) (42.1) (26.2) (6.3) (1.6) 

携帯電話のタイプについてみると、男女ともに一般型の携帯電話を使用している割合が高く、

スマートフォンの使用者は男子 (24.3%)、女子 (10.3%) と低い割合となった。(表3) また、

年代別および性別にみると、特段の傾向は認められなかった。

携帯電話の 1自当たりの平均使用時間は全体では 106.7土126.22分で、性別にみると男子

は85.3ごと106.47分、女子は 132.5土142.77分と個人差が非常に大きいものの女子の方が有意

に長い時間使用している状況が認められた (p=0β02)。また、携帯電話のタイプ別にみると

一般のタイプでは 101.8土117.51分、スマートフォンでは 128.7土159.64分とスマートフォ

ンの方が長時間の傾向は示したものの有意な差ではなかった。(表4)

携持;電話使用時間の内訳をみると、メールの平均使用時間は全体では 30.3こと46.09 分、男

子は 18.6土26.44分、女子は 44.4土59.12分と男女間に有意な涯が認められた (p< 0.001)。
さらにインターネットの平均使用時間は全体では 41.2こと54.28分、男子は 32.6玄関.03分、女

子は 51.5ごと69.03分とメールと間様に女子の方が有意に長時間使用していた (pこ 0.006)。一

方、電話、ゲームでは男子の方が女子より長い時間使用している額向ではあったが、有意差は

認められなかった。携帯;霞話のタイプ別にみると、ゲームでの使躍が一般のタイプでは 5.8こと

17.66分であったのに対し、スマートフォンでは 15.7こと24.36分とスマートフォンの使用

が有;惑に長いことが示された (pニ0.008)0 (表5，6) 

表3 使用している携帯電話のタイプと年齢および性別の割合 n (%) 

18歳 19歳 20歳 21歳 22歳以上 合計

一般のタイプ 37 90 76 17 8 228 

全体 (nコ228) (80.4) (85.7) (80.9) (73.9) (80.0) (82.0) 

(n二 278) スマートフォンタイプ 9 15 18 6 2 50 

(n =50) (19.6) (14.3) (19.1) (26.1) (20.0) (18.0) 

一般のタイプ 9 43 46 11 6 115 

男 (n二 115) (56.3) (82.7) (75.4) (73.3) (75.0) (75.7) 

(n =152) スマートフォンタイプ 7 9 15 4 2 37 

(11コ37) (43.8) (17.3) (24.6) (26.7) (25.0) (24.3) 

一般のタイプ 28 47 30 6 2 113 

女 (nニ113) (93.3) (88.7) (90.9) (75.0) (100.0) (89.7) 

(11二 126) スマートフォンタイプ 2 6 3 2 。 13 

(11 = 13) (6.7) (11.3) (9.1) (25.0) (0.0) (10.3) 
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4 性別および携靖電話の種類別にみた 1日当たりの舘用時間 平均土標準偏差

一日の捷用時間(分) p{菌

体 106.7 ごと 126.22 

性別

男 (nコ152) 85.3土 106.47
0.002 

女 (n = 126) 132.5 こと 142.77 

携帯電話の種類

一連買のタイプ (n二 228) 101.8 ごと 117.51 
0.173 

スマートフォンタイプ (nコ50) 128.7 ごと 159.64 

5 性器にみた携帯寵話の使用内訳 王子均土標準偏差

性別

全体 5ち 女
p {i菌

(n二 152) (n二 126)

電話 10.6玄 60.65 12.6士 8l.39 8.3土 1l.79 0.558 

メール 30.3土 46.09 18.6土 26.44 44.4土 59.12 く0.001

ツイッター 10.7土 42.29 6.9土 26.97 15.4士 55.18 0.114 

インターネット 4l.2 こと 54.28 32.6土 36.03 51.5 ごと 69.03 0.006 

ゲーム 7.6 こと 19.37 9.5 ごと 23.19 5.4土 13.13 0.066 

動磁観滋 2.3土 8.33 2.4 ごと 8.30 2.1土 8.40 0.775 

テレピ 5.6 こと 24.15 3.0土 14.41 8.8 ごと 31.99 0.061 

音楽 8.1 ゴニ 21.16 7.9土 20.23 8.4土 22.31 0.866 

表6 携溝電話の種類別iこみた使用内訳 王子均

携帯電話の極類別

一般のタイプ スマートフォンタイプ
p {i直

(n =228) (n =50) 

電話 6.4土 10.53 29.8土 140.80 0.247 

メール 31.8 ごと 48.88 23.7 ごと 29.73 0.265 

ツイッター 10.4土 44.49 12.1土 30.65 0.798 

インターネット 41.2 こと 57.96 41.2土 33.12 1.000 

ゲーム 5.8土 17.66 15.7 ごと 24.36 0.008 

動画観賞 1.9土 7.71 4.1こt 10.62 0.163 

ァレピ 5.4土 24.78 6.8土 21.23 0.706 

音楽 6.5 二と 19.60 15.4土 26.18 0.028 

表 7 性別および携潜電話の撞類別!こみた依存度揮点 平均土襟準偏差

依存度得点 p f謹
全体 山 32.6土 10.58

性別

男 (n = 152) 31.1土 10.91
0.010 

女 (ロヱ126) 34.4土 9.91 

携帯電話の撞類

一般のタイプ (n二 228) 32.4 ごと 10.83 
0.560 

スマートフォンタイプ (n = 50) 33.4土 9.43 
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依存傾向に関する質開についてみると、総合得点は、全体では 32.6土10.58点 (α=0.92)

であった。男女別では、男子は 31.1こと10.91点 (α=0.93)、女子は 34.4土9.91点 (α=0.91)

と女子の方が有意に高い得点を示した (p=0.010)。さらに得点分布では、最低得点17点から

最高得点85点までの中で、下位25%に相当する 24点未満(平均2点未満)の学生は男子96名

(63.2%)、女子62名 (49.2%) であった。一方、 759も以上に相当する 68点以上(平均4点以上)

の高得点が男女各1名おり、この 2名を含む 50%以上(平均3点以上)の学生は男子8名 (5.3%)、

女子8名 (6.3%)であった。また、中間閣である 25%-50%に相当する 34点以上67点以下 (2

点以上4点未満)の学生は男子48名 (31.6%)、女子56名 (44.4%)であった。なお、携帯電

話のタイプ別では、有意な差は認められなかった。(表7)

そこで、質問項目ごとに男女を比較してみると、すべての項目において、女子の方が高いま

たは男女で悶じ得点であった。女子の方が有意に高い得点を示した項目は 8項目であった。跨

11. [J盟、っていたよりも長く使用していた経験がありますか』では、男子が 2.9こと1.08点、女

子が 3.2ごと1.03点 (pご 0.019)、間14. [周閤の誰かに、使用時間について文句(または控窓)

を言われたことがありますかlは、男子が1.6土0.93点、女子が1.9土0.82点 (p=0.003)、
開15. [他にしなければいけない事がある時でも、携帯電話の使用を優先しますかJは、男子
が1.9こと0.92点、女子が 2.1土0.95点 (pコ0.048)、開17. [携帯電話上で、楽しむ事を考えて、

現実の生活の問題から逃避したことがありますか』は、男子が1.7土1.01点、女子が 2.0こと1.01

点 (p二 0.005)、間18. [携帯電話を使用するのを楽しみにしている自分を意識することがあ

りますか』は、男子が1.8こと0.96点、女子が 2.1土1.00点 (p=0.007) と有意差が認められた。

さらに、間21. [深夜に使用するため、韓眠不足になることがありますか』では、男子が1.8

土0.98点、女子が 2.2土0.99点 (pコ0.001)、問22. 目安用中に{あと 2，3分だけJと自分に
言い訳しますかjは、男子が1.8土1.01点、女子が 2.4土1.22点 (p<0.001)、間27. [{i吏問

開を短くしようと試みて失敗したことがありますか』は、男子が1.3土0.63点、女子が1.7土0.88

点 (p< 0.001) といずれも女子が有意な高い得点を示した。

表 8 依存度に関する各質問項自の平均得点、の男女比較 平均こと襟準偏差

全体 男 女 P {1自
Q11 長時間の使用経験 2.99土1.07 2.8玄1.08 3.2土1.03 0.019 
Q12 tz.人より携帯が楽しい 1.83土 0.84 1.8 :t 0.86 1.9土 0.82 0.062 
Q13携幣での出会い 1.96土 0.99 1.9こt0.99 2.0土 0.98 0.560 
Q14使用時間に対するおi怒 1.77土 0.93 1.6土 0.93 1.9土 0.91 0.003 
Q15務格使用'Ii:優先する 2.03土 0.94 1.9土 0.92 2.1土 0.95 0.048 
Q16学習や成綴に影響 2.17土1.06 2.1土1.10 2.3 ゴニ 1.02 0.075 
Q17滋実生活からの逃避 1.86 :t 1.02 1.7 :t 1.01 2.0 :t 1.01 0.005 
Q18携幣使用を楽しみにしている 1.97 こと 0.99 1.8土 0.96 2.1土1.00 0.007 
Q19携帯がないと退殿で不安 2.32会1.02 2.3土1.08 2.4土 0.94 0.338 
Q20使用を中断されるとイフイラする 1.60士 0.80 1.6土 0.85 1.6土 0.73 0.832 
Q21 深夜使用による総奴不足 1.98士1.00 1.8土 0.98 2.2土 0.99 0.001 
Q22使用時間を自分lこ言い訳する 2.07土1.16 1.8土1.01 2.4土1.22 0.000 
Q23長時間使用安隠そうとする 1.51土 0.82 1.4 こと 0.85 1.6土 0.78 0.023 

Q24使用内容を秘潔にする 1.90土 0.99 1.9 二主 1.09 1.9土 0.86 0.137 
Q25使用できないと機嫌が怒くなる 1.51土 0.78 1.5土 0.83 1.5土 0.71 0.674 
Q26使用できない憾に使う壌を窓怨する 1.48土 0.75 1.5土 0.79 1.5土 0.71 0.276 
Q27使用時間の短縮に失敗した 1.48土 0.77 1.3土 0.63 1.7土 0.88 0.000 
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表9 哉存度!こ関する各欝開I翼団の男女別分布 n (%) 

lまたは 2 3 4または 5 ジ{薮 P {I議

Q11長時間の使用経験
男 51 (33.6) I 61 (40.1) 40 (26.3) 

7.997 0.091 
女 32 (25.4) 46 (36.5) 48 (38.1) 

Q12友人より携殺が楽しい
5号 135 (88.8) 9 (5.9) 8 (5.3) 

0.145 
女 104 (82.5) 16 (12.7) (4.8) 

7.713 
6 

Q13絞殺での出会い
5号 109 (71.7) 31 (20.4) 12 (7.9) 

2.529 0.961 
女 92 (73.0) 24 (1自0) 10 (7.9) 

Q14使用緑樹に対ずる波怒
~ 126 (82.9) 18 (11.8) 8 (5.3) 

女 96 (76.2) 23 (18.3) (5.6) 
12.169 0.315 

7 

Q15鋭帯使用を優先する
男 113 (74.3) 32 (21.1) 7 (4.6) 

4.236 
女 84 (66.7) 34 (27.0) 8 (6.3) 

0.371 

Q16学習や成綴lこ影響
5号 99 (65.1) 41 (27.0) 12 (7.9) 

女 74 (58.7) 38 (30.2) 14 (11.1) 
10.152 0.482 

Q17現実生活からの逃避
~ 124 (81.6) 17 (11.2) 11 (7.2) 

女 88 (69.8) 26 (20.6) (9.5) 
11.464 0.078 

12 

Q18 お号機{吏月Jを蓄をしみにし 事3 121 (79.6) 20 (13.2) 11 (7.2) 
11.727 

女 79 (62.7) 36 (28.6) (8.7) 
0.004 

ている 11 

Q19銃殺がないと退F 屈で不 男 94 (61.8) 37 (24.3) 21 (13.8) 
5.292 0.387 

安 女 74 (58.7) 39 (31.0) 13 (10.3) 

Q20 使用を中誌rrされるとイ 5ち 134 (88.2) 13 (8.6) 5 (3.3) 
3.701 

女 114 (90.5) (7.1) (2.4) 
0.814 

ライラする 9 3 

Q21 深夜使用による極限不 男 120 (78.9) 20 (13.2) 12 (7.9) 
12.270 0.023 

足 女 82 (65.1) 32 (25.4) 12 (9.5) 

Q22 使用将問ぞと自分;こ漂い 男 116 (76.3) 25 (16.4) 11 (7.2) 
27.925 

訳する 女 73 (57.9) 27 (21.4) 26 (20.6) 
0.001 

Q23 長特間使用を穏そうと 5号 137 (百0.1) 9 (5.9) 6 (3.9) 
8.750 

する 女 112 (88.9) 11 (8.7) 3 (2.4) 
0.525 

Q24使湾内'iitそ秘密にする
5号 117 (77.0) 21 (13.8) 14 (9.2) 

13.327 0.451 
女 98 (77.8) 21 (16.7) 7 (5.6) 

Q25 使F認できないと機嫌が 男 135 (88.8) 12 (7.9) 5 (3.3) 
3.816 

怒くなる 女 116 (92.1) 7 (5.6) 3 (2.4) 
0.660 

Q26 使用できないA寺に使う 事3 138 (90.8) 10 (6.6) 4 (2‘6) 
0.929 

)Iiを空想する 女 116 (92.1) 7 (5.6) 3、 (2.4) 
6.131 

Q27 j使JIH時間の短縮に失敗 男 144 (日4.7) 7 (4.6) 1 (0.7) 

女 108 (85.7) (8.7) (5.6) 
17.757 0.017 

した 11 7 

また、有意差は認められなかったものの、問12. W友人と仲良くするよりも、携帯電話をし

ようしている方が楽しいですか』では、男子1.8土0.86点、女子が1.9土0.82点 (pヱ 0.062)、

問16. ~携帯電話の使用が顔閤で、学習の能率や成績に悪影響を与えていますかj は、男子2.1

ごと1.10点、女子が 2.3土1.02点 (p=0.075) と、人間関保や学習への影響に関する項目で女

子の方が、高い得点傾向を示した。(表8) そこで、依存度に関する各質問項目の回答について、

口 全くないjと印 めったにないj合わせた群、同 時々あるjと問答した群、 f4 たび
たびあるjと f5 いつもそうだJを合わせた群に分けて分布そをみた。(表9)その結果、簡
18. W携帯電話を使用するのな楽しみにしている自分を意識することがありますかjは、女子

の{時々あるjと答えた割合が 28.6%と高く、さらに男女での分布に有意な援は2=11.724、

6 
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p二 0.004)が認められた。また、問21. [深夜に能吊するため、眠眠不足になることがあり

ますか] (χ2=12.270、pコ0.023)、間22. [使用中に[あと 2，3分だけjと自分に雷い訳し

ますか] (χ2=27.925、P=0.001)、開27. H吏用時間を短くしようと試みて失敗したことが
ありますか] (x 2吋 7.757、p=0.017)でも男女の分布に有意な差が認められ、特に跨22で

は(たびたびあるjまたは[いつもそうだjと答えた割合が、 20.6%と高く、問11. [思って

いたよりも長く使用していた経験がありますかjでも、男子26.3%、女子38.1%と非常に高

い割合な示した。間16. [携帯電話の使用が原因で、学習の能率や成績に悪影響Aを与えていま

すか』では 11.1%の女子が fたびたびあるjまたは「いつもそうだjと問答しており、 ra寺々
あるjと答えた割合は、男子27.0%、女子30.2%であった。他に問19. [携帯電話の無い生活

は、退屈で虚しいだろうと、不安に思う事がありますかjは{たびたびあるjまたは[いつも

そうだjの割合が男子 (13.8%)、女子 (10.3%)、{時々あるjの割合は、男子24.3%、女子

31.0%であった。さらに、開13.[携帯電話を使用し、新しく知り合いを作ることがありますかi
の男子20.4%、女子19.0%、問15. [他にしなければいけない事がある時でも、携帯電話の使

用を鐙先しますかjの男子21.1%、女子27.0%、間24. [使用中に何なしているのかを関かれ

た持、自己弁護そしたり秘密主義になったりしますか』の男子13.8%、女子16.7%に(時々ある

の問答が認められた。

4.考察

携帯電話の使用揮では、女子の方がネ期から使用しているものの、 15歳前後と、これまで

の報告6)と同様であった。 1日当たりの使用時開では、男子の 85.3分に対し、女子は 132.5分

であった。女子の使用詩聞が長いことに関して、メールなどの使用が多いことわや、女子は

の良い者同士のグループ化が行われ、携帯篭話の所持率、使用頻度が高いという指摘があ

る8)。使用の蚤に関しては、通話やメールの使用回数から検討したもの 6，7)が見られるが、本

研究では、インターネット電話による長時開通話やチャット的なメール機能、ソーシャル・ネッ

トワーク・サービス (8N 8)、ゲームなどのエンターテイメントの利用なども含めた使用を

考慮し、思い出しによる平均的な使用時間を調査した。携帯電話の利用時期に関する世論調

査9，10)によると、 2004年では 29.1分であったものが 2010年には 45.5分に長くなってきてい

る。本研究では思い出し法によるため、偶人差や誤差が含まれると考えられるものの、これら

の世論議査は対象年齢の幅が広いことから、本研究結果とは使用時間や性別による違いがあっ

たものと考えられる。また、操作性から、スマートフォンは支持されているものの、現在Eの一

般型の携帯電話は、機能的にはスマートフォンとかなり近い機種も多く、世界的に見ても呂本

人はへピーユーザーが多い:3.11)ことから、大学生のような若年閣では様々な使い方が行われ、

使用時間が長くなっている可能性がある。

{車用している携帯電話のタイプは、従来型である一殻のタイプの能用者の割合が圧倒的に多

く、スマートフォン使用割合は男子が 24.3%、女子が 10.3%と{スマートフォン/携帯利用

向調査2012J12)による普及率22.9%と比べ、男子は王子均的、女子は低い傾向であった。し

かしながら、スマートフォンの急速な普及に伴い今後その割合が増えていくと考えられる。

本研究では、スマートフォンの使用率が抵く、また、使用底、使用時間に男女差がみられた

ことから、本研究では依存傾向について男女の比較を中心に考祭を行う。

7 
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総合得点は、全体では 32.6点で、男子は 31.1点、女子は 34.4点と女子の方が高く、さらに

得点分布では、女子は下位25%未満の持点者の割合が 49.2%、25%以上50%未満が 44.4%、

50%以上が 6.3%となっていた。鄭5)は25%以下を非依存群、 25~ 75%を依存抵群、 75%

以上を依手子高群として検討している。本研究の結果は、女子において 25%未満の非依存と考

えられる学生の割合が半数を下田り、依存傾向の可能性のある学生が存をする危段性を示唆し

ている。これは女子の携帯{車問時間が長く、特にメールとインターネットの使用時間が長いこ

とと関連していると推測され、女子の方がメールの使用頻度が高く、依存傾向得点も高いとす

る報告G.i) とも一致している。また、インターネット依存に関しては、依存傾向と使用時間の

関連はあるものの、心理・社会的な問題は依存傾向の方が強く関連していることへ依存得点

が高い者は日常的な精神的鍵践が悪化し、睡眠習慣や学校への登校意欲、対人関係にマイナス

の関連があること 5)などが指摘されており、検討が必要である。

そこで、健問項目ごとにみると、{吏用時間にかかわる項目である i思っていたよりも長く使
用していた経験』、~}奇閣の誰かに、使用時間について文句を言われたことがあるj や『能用中

に「あと 2，3分だけJと自分に言い訳するL [使用時間を矩くしようと試みて失敗したこと
がある1で女子の方が高い得点や、依存傾向の可能性が示唆される{時々ある/たびたび/い

つもそうだjに回答する割合が高い糊向を示していた。さらに、 f深夜に使用するため、睡自民
不足になることがあるL[携帯電話の使用が原因で、学習の能率や成綴に悪影饗を与えている』
といった、臼常生活への悪影響を示す項目でも高い得点への分布傾向を示していた。このこと

は、過剰な利用に加え、それそど抑制できない状況になりつつあり、その結果、日常生活に悪影

していることを示していると考えられ、鄭5)の指識と…致する。

対人関係を含めた、心理・社会的な質問である『他にしなければいけない事がある時でも、

携帯電話の使用を優先するL[携帯電話上で楽しむ事な考えて、現実の生活の問題から逃避し
たことがあるL [携帯電話を使用するのを楽しみにしている自分を意識することがあるJでも
女子の同寺々~いつもそうだjの割合が高くなっていた。対人や現実からの逃避的行動に関して、

青年期では人間関係はストレスとなっていることが考えられ、インターネットが現実からの逃

避に影響を与えていることが指摘されている 13)。また、現実の対人関保の中で生じる劣等感

に対して、ネットを介した彼想的な対人関保のなかで優越感を感じるといった行動をとって

いるうちに、現実と仮想、の区別に支障ぞときたす特有の問題も指摘されている 5) ことから、逃

避行動に高い得点在示す依存鱈向の可能性のある者に対するおf処法を検討することが必要であ
る。

また、『携帯電話を使用し、新しく知り合いを作ることがあるjの項目では男女ともに 30%

近くの学生が「時々~いつもそうだjに問答しており、携手告を使用した出会いの機会を持つも

のが多いことを示していた。警察庁1.1・15)によればオークションなどに伴うネットワーク科用

詐欺や出会い系サイトによる犯罪が増加偵向にある。また、携帯電話のゲームサイトを悪用し

て売春等に関与してしまうといったケースも報告されている 14)。本研究の対象者はフェイス・

ブックをはじめとしたSNSなどの健全な利用が中心であると考えられるが、携帯電話のよう

に身近で、極めて締人的な情報ツールを使用した犯罪が身近に起きていることを考慮すると、

三分の一近くの者が新しい知り合いを作るために活用している実態は註;惑が必要であると考え

られる。携帯電話が友人の数や親密度を増加させること 6)、知り合い程度の親しさの度合いの

高くない友人関係を増加させる可能性があり、友人関係の形成に役立っていること 16) といっ

8 
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た報告もあることから、犯罪に巻き込まれない適正な利用方法を留得することが大切である。

一方、男子においても、女子同様に、『長時間の能毘経験』ゃ f携帯電話の無い生活は、退
窟で虚しいだろうと不安に思う事がある』といった項目では、高得点を示していた。ゲームに

関わる時間は男子の1iが長いことを考慮すると、依存傾向の問題は女子特有の問題ではなく、
男子についても検討する必要がある。

現代において携帯電話はパーソナルコンピュータそ介したインターネットにかわる、きわめ

て身近な'情報ツールである。携平野電話について、 j問、津8) は{メディアの身体化jであり、

帯電話を通じて他者とのつながりを確認するなど鰐帯電話に対する心理的距離が近いことを指

摘している。また、インターネットへの依存傾向と自常的な精神的鑓蔵や社会的鍵康は双方向

の間果関係があり、悪循環を起こす可能性が指摘されている 4，5)。本研究においても、個人的

な性格なども関与しているものと考えられるが、長時間携帯電話を使用している状況を超えて、

日常生活や心理・社会的な影響が懸念される学生も若干ではあるが認められた。今後スマート

フォンの一踏の普及が予測される中、様々なアプリケーションの広がりや多蚊にわたる使用と

合わせて、依存傾向が助長される可能性が懸念される。今後は、より多くの対象について、携

帯電話の使用内容の拡大合踏まえながら継続的に実態を採るとともに、依存に対する予前・対

策を検討する必要があると考えられる。
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